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● 業績予想について

この説明資料内で述べられているヤマハ発動機株式会社の業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき
当社の経営者が合理的と判断したもので、リスクや不確実性を含んでいます。実際の業績は、様々な要因の変化
により大きく異なることがありえますことをご承知おき下さい。実際の業績に影響を及ぼす可能性がある要因に
は、主要市場における経済状況及び製品需要の変動、為替相場の変動等が含まれます。

本日ご説明する内容

２０１６年１２月期 第２四半期決算

代表取締役社長 柳 弘之
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経営業績 ： 上期実績

（億円） ２０１５年 ２０１６年 前年比

売上高 ８,２８７ ７,７８３ ９４％

営業利益 ７３３ ６５４ ８９％

営業利益率 ８.８％ ８.４％ △0.4pts.

経常利益 ７４４ ５５３ ７４％

当期純利益 ５２１ ３２４ ６２％

（＄・€） １２０・１３４ １１２・１２５ ー

（$/ＩＤＲ・ＢＲ$） １２,９０８・３.０ １３,３７７・３.７ ー

■売上高： 実質増収ながら、為替影響を受ける
■営業利益： 新興国二輪車事業は規模減少・為替影響を吸収して微増、

先進国事業は為替影響により減益、その他開発費用（成長戦略）等増加
■当期純利益： 営業利益の減少及び為替差損等により減益

※１ 前年実績： 販売金融組替え後

※２ 親会社株主に帰属する四半期純利益

※２

※１
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（億円）

経営業績 ： 上期実績 （事業別）

1,202 1,556 1,415

3,612
3,715

3,360

1,507

1,717
1,703

610
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698

629

593
608

2014 2015 2016

56

168

164
166

278

407

383

53

68

53

64

2014 2015 2016

売上高 営業利益

2014年
上期

その他

マリン

特機

先進国
二輪車

2015年
上期

7,560

491

8,287 733

2014年
上期

2015年
上期

新興国
二輪車

654

2016年
上期

2016年
上期

7,783

△56

※ その他： 産業用機械・ロボット含む

※
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733 159 △43 △14 △100 101
△30 △115

△37

654

営業利益
（億円） 収益性為替

成長戦略

規模

2015年

（$/€： 120/134）

2016年

（112/125）

収益性

為替

新興国二輪車
166億円 （前年比 ＋2億円）

当期利益
（億円）

521

324

営業利益変動要因 ： 上期実績

経費

先進国事業等
525億円 （前年比 △44億円）

経費

■新興国： 収益性改善進み、規模減少・為替影響等を吸収する
■先進国： 収益性改善進むが、為替影響を受ける
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経営業績 ： 年間予想

（億円）
２０１５年

実績
２０１６年
修正予想

前年比

売上高 １６,３１２ １５,０００ ９２％

営業利益 １,３０３ １,０５０ ８１％

営業利益率 ８.０％ ７.０％ △1.0pts.

経常利益 １,２５２ ９５０ ７６％

当期純利益 ６００ ６００ １００％

EPS / 配当 （円） １７２/４４ １７２/６０ ー

（＄・€） １２１・１３４
（年間）１０６・１１７
（下期）１００・１１０ ー

ＲＯＥ １２.６％ １２.６％ ー

２０１６年
期初予想

１７,０００

１,２００

７.１％

１,２５０

８００

２２９/７０

１５.０％

１１７・１２７

※１ 前年実績： 販売金融組替え後
※２ 親会社株主に帰属する当期純利益

※２

※１
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営業利益
（億円）

為替

成長戦略

2015年
（$/€： 121/134）

2016年
（106/117）

下期 （100/110）

収益性

当期利益
（億円）

600 600

営業利益変動要因 ： 年間予想

経費

■下期は、100・110円を前提に安定的利益を確保する
■来期は、更に収益性改善を続ける

新興国： 為替影響好転、新商品投入・コストダウン・一部市場での販売増加等
先進国： 為替影響安定、新商品投入・在庫調整完了による販売増加等

226

133

△159

△334

△39
△80

（新興国・先進国）

1,303

1,050
+359

△493
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キャッシュフロー （販売金融除く）

2015年
上期実績

2016年
上期実績

+114

2016年
年間予想

▲393
＋130

Cash
In

Cash
Out

（億円）

400

2015年
年間実績

キャッシュフロー黒字化
■安定的利益を確保、運転資金を改善して、配当・成長投資を増やす

▲275
成長投資
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新興国二輪車事業： アセアン

2,300 2,430 2,336 

14年 15年 16年

出荷台数
（万台）

2014年
上期

2015年
上期

2016年
上期

好調なベトナム・フィリピン・タイ市場 （109％） で販売増加 （121％）、
回復待ちのインドネシア市場 （84％） で販売減少する （78％）
■商品ミックス・プラットフォーム効果により、各市場で収益性改善続く

売上高
（億円）

187 151 143

営業利益率 2.8％ 4.3％ 7.8％

ＮＭＡＸ
水冷155CC ATプラットフォーム

グローバルコミューター

Ｍ-ＳＬＡＺ
水冷150CC STプラットフォーム

アセアンスポーツ 9



新興国二輪車事業： アセアン商品戦略

10

235 

320 

410

2014年 2015年 2016年 2017年

プラットフォームモデル
生産台数 （万台）

グローバルモデル
生産台数 （千台）

40

200
220

285 

2014年 2015年 2016年 2017年

「モノ創り」 の変革進む
■プラットフォーム （素の良い） へ集約進む
■プラットフォームから旬のアセアンモデルへ、更にグローバルモデルへ
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新興国二輪車事業： インド

225 
278 

326 

89 

100 

79 

14年 15年 16年
2014年

上期
2015年

上期

313

国内

輸出

378

2016年
上期

404

好調な市場 （111％） で、大幅に販売増加 （143％） する
■都市部 （スポーツ・スクーター領域） から、地方部 （マス領域） 攻略へ
■北部＋南部生産体制確立により、コストダウン・事業効率改善進む

出荷台数
（千台）

売上高
（億円）

348 333 441

0

50

100

150

2013 2014 2015 2016 2017 2018

損益分岐台数

生産台数

事業規模・収益力の推移（万台）
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先進国事業： 二輪車

657 
831 808 

260 

401 
298 

225 

245 

233 
60 

79 

75 

14年 15年 16年

日本

北米

大洋州

欧州

1,202

2014年
上期

2016年
上期

1,556

2015年
上期

1,415

安定感ある市場 （100％） で、高いプレゼンスを発揮する （105％）
■各モデルブランドで商品ラインが充実・拡大する
■米国での在庫圧縮・金融ビジネス進む

出荷台数
（千台）

売上高
（億円）

219 239 234

人機官能

レーシング・テクノロジー

第3の移動体

スポーツ・コミューター

オフロード・スポーツ
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先進国事業： マリン事業

879
988 963

207 
235 248

235 

295 281
186 

200 211 

14年 15年 16年

船外機

ボート

ＷＶ

部品他

1,507

売上高
（億円）

1,717

営業
利益率 18.4% 23.7%

1,703

22.5%

2014年
上期

2016年
上期

2015年
上期

SR320FB (国内）

艇体＋船外機＋制御技術＋更なる技術の広がり
ヤマハマリンの方向性を象徴する

安定感ある北米・欧州市場で、販売増加する （105％）
■大型エンジンの販売増加続く （北米110％・欧州113％）
■システムサプライヤーへのビジネスモデルづくりを進める

13



先進国事業： ＲＶ

5.0%

270 
314 

363 

40 

42 

16 

14年 15年 16年

310

ＡＴＶ
ＲＯＶ

売上高
（億円）

ＳＭＢ

355

379

2014年
上期

2016年
上期

2015年
上期

Utility

Multi-passengers/
Family

Personal

Sports

安定感ある北米のＲＯＶ市場（105%）で、プレゼンス高まる（141%）
■多目的・リクレーション領域を固め、スポーツ領域を強くする

スポーツ領域への
新技術投入
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成長戦略： 米国アグリ市場へ

ＲＯＶ （Ｒｅｃｒｅａｔｉｏｎａｌ Ｏｆｆ-Ｈｉｇｈｗａｙ Ｖｅｈｉｃｌｅ）
ヤンマー社提携、製品開発・供給を開始（2016年12月）：
アグリ・ユーティリティ市場へ新しい価値を提供する

ＵＭＳ （Ｕｎ-Ｍａｎｎｅｄ Ｓｙｓｔｅｍ）
カリフォルニア・ワイナリー市場で
農薬散布ビジネス開始：
高効率ソリューションを提供する

Ｎａｐａ Ｖａｌｌｅｙ
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売上高
（億円）

 10  15  20  25  30  35  40  45  50  55  60  65  70  75  80  85  90

お客様の広がり
（国内登録数/年齢別）

顧客層（2005年）

顧客層（2015年）

お客様を広げる
■国内： シニア・ファミリー層から若者層へ
■海外： 欧州市場でプレゼンス高まる、米国市場へ進出

成長戦略： ＰＡＳ

160 169 223

D/U
出荷台数

（千台）

118 128

162 

14年 15年 16年2014年
上期

2016年
上期

2015年
上期
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199 

235 236 

14年 15年 16年

成長戦略： ＩＭ

売上高
（億円）

2014年
上期

2016年
上期

2015年
上期

Z:TA-R
世界最高性能
・生産性：200KCPH
・ライン長生産性：200KCPH/m
・面積生産性：95KCPH/m2

お客様を広げる、つながるソリューションビジネスへ
■表面実装機： 多機能領域から圧倒的な高速領域へ
■ロボット： ＦＡ市場で業界初・唯一のトータルソリューションを提供する

（コントローラー・カメラ、ＩoＴ）

（ＦＡライン）

統合制御型ロボットシステム
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主要商品別 総需要・当社出荷台数

ヤマハ発動機 出荷台数

14年
実績

15年
実績

16年
予想

日本 123 110 107

北米 79 89 79

欧州 191 209 213

インドネシア 2,371 1,799 1,400

タイ 223 225 241

インド 567 595 806

ベトナム 643 719 811

台湾 210 226 256

中国 445 307 271

その他 359 415 492

アジア計 4,819 4,286 4,279

ブラジル 181 131 109

その他 406 393 368

その他計 587 524 477

二輪車計 5,799 5,218 5,154

船外機 329 300 291

ＡＴＶ 53 55 57

台数単位：千台

総需要 （当社推定）

14年
実績

15年
実績

16年
予想

日本 450 407 373

北米 539 559 561

欧州 1,515 1,525 1,590

インドネシア 7,686 6,465 5,500

タイ 1,696 1,677 1,700

インド 15,996 16,089 17,500

ベトナム 2,711 2,849 2,991

台湾 666 706 795

中国 10,655 9,080 8,056

その他 4,395 4,070 5,091

アジア計 43,805 40,937 41,632

ブラジル 1,430 1,208 966

その他 7,931 8,000 6,798

その他計 9,360 9,209 7,764

二輪車計 55,669 52,637 51,921

船外機 808 742 701

ＡＴＶ 436 435 431

19



事業別 売上高・営業利益 （上期）

売上高 (億円)

営業利益 (億円)

営業利益率 (％)

上期 年間

15年実績 16年実績 15年実績 16年予想

二輪車 5,271 4,775 10,326 9,200

マリン 1,717 1,703 3,093 2,900

特機 706 698 1,695 1,600

その他 593 608 1,198 1,300

合 計 8,287 7,783 16,312 15,000

二輪車 221 181 391 310

マリン 407 383 640 520

特機 53 27 160 100

その他 53 64 112 120

合 計 733 654 1,303 1,050

二輪車 4.2 3.8 3.8 3.4

マリン 23.7 22.5 20.7 17.9

特機 7.5 3.8 9.4 6.3

その他 9.0 10.5 9.4 9.2

合 計 8.8 8.4 8.0 7.0

20



二輪車販売台数・売上高 （上期）

58 57
48 39

123 127

2,048 2,060

256 225

2,533 2,508

2015年

上期

2016年

上期

245 233

401 298

831
808

3,030
2,861

763

574

5,271

4,775

2015年

上期

2016年

上期

売上高
（億円）

出荷台数
（千台）

アジア

欧州

北米
日本

その他

(112/１25)(120/134)（$/€） 21



マリン・特機・その他 売上高 （上期）

389 383

13 14
40 60

126 119

25 32
593 608

2015年

上期

2016年

上期

143 153

1,003 997

261 278

92 91

218 185

1,717 1,703

2015年

上期

2016年

上期

71 68

473 470

81 77

28 26
52 57

706 698

2015年

上期

2016年

上期

※ その他： 産業用機械・ロボット含む

アジア

欧州

北米

日本

その他

マリン 特機 その他

（億円）

(120/134) (112/125)（$/€）
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設備投資・減価償却費・研究開発費・有利子負債

１5年上期
実績

16年上期
実績

設備投資 271 228

減価償却費 219 213

研究開発費 443 470

有利子負債 3,987 3,409

（うち販売金融分） 2,052 1,854

（億円）
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為替影響 （対前年）

16年 実績（上期） 16年予想（年間）

（億円） US$ EURO その他 合計 US$ EURO その他 合計

本社の輸出入にかかる為替影響 △58 △31 △1 △89 △202 △89 1 △290

為替による仕入影響 （海外子会社） 0 0 △75 △75 0 0 △89 △89

粗利益の換算影響 （海外子会社） △32 △17 △113 △162 △95 △47 △255 △397

販管費の換算影響 （海外子会社） 18 11 81 111 71 40 171 283

営業利益への為替影響 △71 △36 △108 △215 △226 △96 △172 △493

為替感応度

１円の変動が営業利益

に与える影響額

US$
7億円

EURO
3億円

US$
14億円

EURO
6億円
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事業別 売上高・営業利益 （年間予想）

10,326 10,700
9,200

3,093 3,100

2,900

1,695 2,000

1,600

1,198
1,200

1,300

16,312
17,000

15,000

391 340 310

640
570

520

160
170

100

112
120

120

1,303
1,200

1,050

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

1800

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

2015 2016 20162 列1 20152 20163 20164

売上高 営業利益

（億円）

2016年
期初予想

(117/127)

2015年
(121/134)

2016年
期初予想

(117/127)

2015年
(121/134)

その他

マリン

特機

二輪車

2016年
修正予想

(106/117)

2016年
修正予想

(106/117)
（$/€）

※ その他： 産業用機械・ロボット含む 25



733 147

46

△215

24 △26 6
△61 654

営業利益変動要因 （上期）

コスト
ダウン

販管費
増加

増収
効果

為替
影響

原材料
価格変動

償却費
減少

成長戦略費用
含む
開発費
増加

2015年

（$/€： 120/134）

2016年

（112/125）

（億円）
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1,303 219

99

△493

41
△77

14 △56

1,050

営業利益変動要因 （年間予想）

コスト
ダウン増収

効果

2015年

（$/€： 121/134）

2016年

（106/117）

（億円）

販管費
増加

為替
影響

原材料
価格変動 償却費

減少

成長戦略費用
含む
開発費
増加

27


